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北海道の港湾におけるクルーズ振興と今後の課題 
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北海道へのクルーズ船寄港が年々増加しており、経済波及効果や交流人口の拡大に伴う地域

活力の増進に大きな期待が寄せられている。こうしたクルーズ船寄港の定着や更なる促進のた

めには、各寄港地での取り組みに加え、寄港地と背後圏の協働による魅力度向上が重要となっ

ている。本報は、クルーズ船寄港地における乗船者へのアンケート調査結果をもとに、北海道

の港湾のクルーズ振興と今後の課題について検討するものである。 
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１.はじめに 

我が国は、「観光」を国の重要施策として位置づけ、

海外からの旅行者獲得などの取り組みを積極的に進め

ており、2013 年には訪日外国人旅行者数 1,000 万人を

史上初めて達成した。今後、2,000 万人の高みを目指

して、オールジャパン体制の下、観光立国の実現に向

けた取り組みを加速化していくことが必要であり、こ

うしたなか、港湾においてはクルーズの振興・誘致に

注目が集まっている。 

その背景には、アジアにおけるクルーズ市場の急成

長に伴い、欧米などの外国船社がアジアへクルーズ船

の配船を促進していることが挙げられ、我が国の港湾

へのクルーズ船寄港と外国人旅行者の増加要因となっ

ている。アジアのクルーズ人口は、2010 年の約 80 万

人が、20年には 500万人に達するとの予測もあるなど、

今後も更なる成長が見込まれており、この成長を取り

込むために各地域で様々な取り組みが行われている。 

  北海道では今年、米国プリンセスクルーズ社の2隻 

の大型クルーズ船が、道内各港に寄港しながら北海道

を周遊する「定点クルーズ」を予定している。北海道

では、これまでもクルーズ船の寄港が漸増してきたと

ころであるが、今年はこの 2 隻の定点クルーズを含め

て大幅な寄港増加が見込まれており、経済波及効果や

交流人口の拡大に伴う地域活力の増進に大きな期待が

寄せられている（図-1）。こうしたクルーズ船寄港を

定着させ、更なる促進を図っていくためには、各寄港

地での取り組みに加え、寄港地と背後圏の協働など、

北海道全体としての魅力度を向上していくことが重要

となっている。 

本報は、北海道へのクルーズ船の寄港増加とそれに

伴うクルーズ観光客の増加を見据え、クルーズ乗船者

へのアンケート調査結果をもとに、北海道の港湾のク

ルーズ振興と今後の課題について検討するものである。 

 
図-1 北海道へのクルーズ船寄港回数 

 

２.アンケート調査の概要 

北海道では、日本船を対象としたアンケート調査は多

く行われているが、外国船を対象としたものはほとんど

無いのが現状である。 

本報では、近年、増加が著しい外国船社のクルーズ船

をターゲットとして、2013 年に北海道の港湾へ寄港し

た 3 隻のクルーズ船を対象に、乗客・乗務員の行動特

性や背後圏観光を含む寄港地へのニーズ等を把握するた

めのアンケート調査を実施した。 

 

(1)クルーズ船の選定と調査方法 

調査対象とするクルーズ船の選定にあたっては、クル

ーズ船のクラスと出発地に着目した。 

クルーズ船は、主に価格帯により、大きく 3 つのク

ラスに分けられる。最もランクの高い「ラグジュアリク
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ラス」は、富裕層をターゲットとして、1 泊当たり 4～
5 万円からで、世界一周クルーズをはじめ、比較的長期

間のクルーズを行っている。中間の「プレミアムクラス」

は、1 泊当たり 2～3 万円からで、10～14 日間のクルー

ズを中心に行っている。「カジュアルクラス」は、1 週

間程度のクルーズで、1 泊当たり 1～1.5 万円である。

アジアを中心に、世界的にクルーズ市場が拡大している

背景には、短期間で低価格のこの「カジュアルクルーズ」

の成長が挙げられ、今やクルーズ市場の 85％を占める、

世界で主流のクルーズ形態となっている。 

また、出発地は、クルーズ先進国であり、世界最大の

市場規模を誇る北米、近年のアジアクルーズ市場の中心

となっている中国、そして日本を選定した。なお、日本

のクルーズ人口は、過去 20 年間で 20 万人前後を推移

しており、大幅な変動がない。しかし、既述のような近

年のクルーズブームの高まりによって、日本人によるク

ルーズ観光の拡大も期待されているところである。 

調査方法は、船社との協議により、船内客室に調査票

を配布する船内調査と下船した乗船者に直接配布・聞き

取りを行う船外調査の 2 種類で行った。表-1 に、調査

対象としたクルーズ船及び調査方法の概要を示す。 
 

表-1  調査対象としたクルーズ船及び調査方法の概要 

 
 

(2)調査項目 

クルーズ船の寄港は、通常、朝方に入港し、夕方に出

港するケースが多い。よって、乗客はこの時間内で往復

可能な範囲で行動することとなる。一方、夕方に入港し

翌日の夕方ないし夜に出港するケースもあり、この場合、

船外での宿泊も含めて、行動範囲は広くなると考えられ

る。今回の調査では、この両方のケースを対象とし、乗

客の行動範囲や移動手段、訪問先での行動、滞在時間、

消費額などについて調査を行った。 

また、クルーズ旅行では通常、寄港地毎に、市内や背

後観光地を巡る有料のオプショナルツアーが提供される。

乗客は、このツアー観光に参加するか、自由行動で観光

や買い物を行うかを選択し行動することとなる。本調査

では、ツアー観光への参加有無、ツアーの評価、自由行

動者の訪問先の評価、北海道でどのような観光を望むか

についても調査を行った。 

なお、本調査は、乗客だけでなく乗務員も対象として

いる。クルーズ船には乗客数の 4～6 割程度の乗務員が

乗船しており、寄港地では主に市内観光や買い物などを

行う。寄港地の魅力度向上を考えていく上で、乗務員か

らの評価も重要なポイントとなる。 

 

写真-1 アンケート調査の状況（室蘭港：左、函館港：右） 

 

３.アンケート回答者の個人属性と旅行形態 

(1)乗客の個人属性 

乗客の国籍及び平均年齢を図-2に示す。 

クルーズ船の発着港が日本の横浜港で、7 月に小樽港

に寄港したサンプリンセス（以下、クルーズ A）では、

回答者の約 9 割が日本人であり、次いでアジア国籍の

外国人乗客が多く乗船していた。平均年齢は 67 才と 3
隻中最も高く、日本人の比較的時間にゆとりのあると思

われる年齢層が多く乗船していたことが要因である。 

室蘭港に寄港した中国の天津港発着のボイジャー・オ

ブ・ザ・シーズ（以下、クルーズB）では、約 9割が外

国人の乗客であった。天津港が発着港であるにもかかわ

らず、アジア国籍以外の乗客の割合が多い。欧米などの

クルーズ先進国では、発着港との間を飛行機で移動する

フライ＆クルーズが定着していることやアジアでは 3～
4 泊のクルーズが現時点では主流であることが要因とし

て考えられる。平均年齢は 58 才と 3 つのクルーズの中

では最も低く、比較的若い世代の乗客も多く乗船してお

り、カジュアルクラスの特徴が表れているものと考える。 

函館港に寄港したシルバー・シャドー（以下、クルー

ズ C）は、北米のバンクーバー港を出発するクルーズで

あり、ほぼ全てがアジア以外の外国人であった。また、

富裕層をターゲットとするラグジュアリークラスのため

か、平均年齢も 63才と比較的高い傾向にある。 

 
図-2 乗客の国籍及び回答者の平均年齢 
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シルバー・シャドー
(28,258GT)

クルーズクラス プレミアム カジュアル ラグジュアリ

クルーズ内容
北海道周遊とサハリン

クルーズ9泊10日
釜山・日本周遊クルーズ

12泊13日
アラスカ・東京クルーズ

16泊17日

クルーズ料金
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調査港 小樽港 室蘭港 函館港
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(2)乗客の旅行形態 

 乗客の旅行形態を表-2に示す。 

クルーズ旅行への平均参加人数はいずれも 2～3 名程

度のグループで乗船する傾向にあった。また、クルーズ

乗客はリピーターが多いと言われているが、今回の調査

結果においても、平均クルーズ旅行回数が約 6～13 回

とリピーターが多く乗船していた。特に回答者が全て外

国人であったクルーズ C においては、平均クルーズ旅

行回数が最も多く、海外における旅行形態として、クル

ーズ船による旅行スタイルが定着しているものと思われ

る。一方、クルーズ旅行での北海道への訪問は、初めて

という乗客がほとんどであった。 

次に、今回のクルーズ旅行にかかる予算を比較してみ

ると、富裕層をターゲットとするラグジュアリークラス

のクルーズ C が最も高く、中には今回の旅行に関する

予算の上限は無いといった回答もあった。 

 

表-2  乗客の旅行形態 

 

 

４.アンケート結果を踏まえた課題と対応策 

(1)観光内容に関する課題と対応策 

 クルーズ旅行は、船内で提供されるエンターテイメン

トやレジャーのほか、船旅そのものを含めた洋上ライフ

が魅力の一つであり、各クルーズ船社は旅行者から選ば

れるために、船内設備や催し物の趣向に注力している。  

一方、上陸後は、寄港地やその背後圏での観光が旅行

者にとっての大きな関心事であり、クルーズコースを選

択する上での最も重要な視点であると考えられる。 

 ここでは、「観光内容」に関するアンケート結果を踏

まえ、今後の課題と対応策について検討する。 

a)多様な観光ニーズへの対応  

乗客のオプショナルツアーへの参加有無を図-3 に、

また、ツアー不参加者の｢参加しなかった理由｣（自由回

答）の主な回答を表-3に示す。 

 

図-3 乗客のオプショナルツアーへの参加有無 

表-3  乗客が｢ツアーに参加しなかった理由｣の主な回答 

 

ツアー参加率は 3 つのクルーズとも 3 割前後でそれ

ほど高くない。ツアーに「参加しなかった理由」として

は、「自分自身で自由に観光したい」が最も多かった。

欧米豪州での観光形態は、元々、個人観光（自由観光）

が主流であることに加え、近年、我が国やアジア諸国で

も団体観光から個人観光へと嗜好がシフトしつつあり、

その傾向が表れているものと考えられる。 

また、ツアー不参加の理由として、「興味を引くツア

ー内容ではなかった」との回答も多かった。なお、今回

の 3 つのクルーズの調査港では、それぞれ 5～7 つのツ

アーが販売されたが、いずれも市内外の有名観光スポッ

トが組み込まれた「定番型」のツアーであった。クルー

ズ旅行者は比較的年齢層が高く、旅行経験が豊富である

と思われ、定番型の観光に興味を示さなかったことが要

因として考えられる。 

このような観光形態や観光内容の嗜好を捉え、少人数

のグループに対応したツアーやその地域でなければ体験

できないツアーの企画などを港湾関係者だけでなく観光

関係者との協働のもと行っていくことが必要と考える。 

また、今後増加が見込まれている、若い世代や親子連

れ向けのツアーのほか、表-3 のツアー不参加理由にあ

るように、身体に不安を抱える人でも安心して参加でき

るツアーの検討も必要と考える。 

b)多様な主体との連携 

ツアーに参加しなかった乗客・乗務員の自由行動での

訪問先を図-4 に示す。クルーズ C はほぼ全てが市内観

光であるが、クルーズ A、Bでは背後地観光へも足を伸

ばしていることが分かる。特に、クルーズ B で背後圏

への訪問が多いが、室蘭港での係留が丸 1 日以上と長

かったことが要因の一つとして考えられる。次に、自由

行動中の訪問先での消費の内訳を図-5 に示す。クルー

ズ船の寄港により、観光スポット以外への波及効果があ

ることが分かる。 

 

図-4 自由行動での訪問先 

種別
平均クルーズ
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行回数
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図-5 自由行動における消費の内訳 

クルーズ船の寄港が寄港地以外の広い範囲や観光以外

の広い分野に関係することをこれら関係者との共通認識

化を図り、背後地との連携による多種多様なツアー開発

や飲食店や商店等と連携したインセンティブなどのサー

ビス提供など、広域かつ多業種を巻き込んだ取り組みが

重要と考える。 

例えば、小樽港では、行政機関のほか、近隣市町村の

観光協会、交通・運輸機関、NPO 団体などが参画した

｢小樽港クルーズ推進協議会｣を 2013 年 4 月に設立し、

着地型観光プランの開発をはじめとした取り組みを地域

が一体となって行っている。 

また、今回の調査ではほぼ全てが市内観光であったク

ルーズ C の函館港においても、今後の寄港増加やクル

ーズ旅行はリピーターが多いことを踏まえ、多様な観光

ニーズへの対応を進めていくことが必要と考えられる。 

C)クルーズ旅行における北海道への観光ニーズ 

「北海道でどのような観光を望むか」との設問に対す

る乗客の国籍・年齢・クルーズ別の回答結果（上位 5
項目）を表-4 に示す。なお、回答は図-6 に示す項目か

らの選択式（複数回答可）とした。 

 
図-6  観光内容 

 
表-4  北海道に望む観光（上位5項目） 

（国籍・年齢層・クルーズ船別） 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いずれの場合も｢自然観賞｣の回答が多く、北海道の雄

大な自然に対する期待の高さが伺える。 

 国籍別では、欧米国籍の乗客は｢史跡めぐり｣、｢花の

名所めぐり｣、アジア国籍の乗客は｢グルメ観光｣、｢ショ

ッピング｣に特徴が見られる。 

年齢層別では、20～50 代で「温泉」が上位に位置し

ている点が特徴的である。 

今後、アジアにおけるカジュアルクルーズの拡大によ

り、若い世代のクルーズ人口の増加が見込まれていると

ころであるが、こうしたクルーズ市場の動向を踏まえつ

つ、クルーズ乗客の国籍や年齢などの客層による嗜好を

考慮した多種多様なツアーの企画が必要と考える。 

また、クルーズ別の比較では、リピーターの乗船率が

最も高かったクルーズ C において、｢文化・芸術体験｣

といった観光にも一定のニーズがあることが分かる。 

このような体験型観光は、｢ニューツーリズム｣と呼ば

れ、従来の観光資源や観光施設に頼ることなく、地域の

伝統文化や産業を旅行者に体験してもらう・見てもらう

といった新たな観光形態である。山口県宇部港では、地

域の主要産業であるセメントの製造過程などを巡る産業

観光をクルーズのツアーに組み込んだ例もある。北海道

においても各地でグリーンツーリズム、マリンツーリズ

ム、産業観光などに取り組まれているところであり、こ

うした観光資源をクルーズ観光に取り込んでいくことも

必要であると考える。 

一方、現在、北海道へのクルーズ船寄港は、6～9 月

にかけての夏季に集中している。このため、本設問には

冬季の観光資源を入れていなかった。 

2013年 10月、㈱政策投資銀行北海道支店が、アジア

8 地域（中国、台湾、香港、韓国、タイ、シンガポール、

マレーシア、インドネシア）を海外旅行経験者に対して

「北海道に期待する観光」に関する調査を行っている。

この結果においても、本報の調査結果と同様に、｢自

然・景観｣、｢食｣、｢温泉｣に関する観光への期待が高い

結果であったが、「雪景色鑑賞」への関心も高い結果と

なっている1)。 

北海道では、山間部など場所によっては GW 頃まで

残雪があることや 11 月から降雪がある。過去には、苫

小牧港や函館港において、2 月にクルーズ船が寄港した

例もあり、降雪が少ないアジア地域のクルーズ乗客に対

して、「雪」といった要素も新たな観光資源になる可能

性がある。また、北海道では 4 月、11 月頃が観光閑散

期となることから、クルーズ振興だけでなく、北海道観

光全体の活性化にも繫がる可能性がある。 
 

(2)乗客・乗務員の受け入れ環境に関する課題と対応策 

クルーズ旅行において、港湾は北海道各地域の観光の

玄関口であり、クルーズ旅行者が最初に降り立つ場所で

あると同時に、最後に滞在する場所である。このため、
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港湾の印象が市内観光や背後地観光も含めた寄港地とし

ての評価を大きく左右するものと考えられる。 

ここでは、今回のアンケート調査における「寄港地に

対する印象」の結果を踏まえ、今後の課題とた対応策に

ついて検討する。 

表-5 に乗客・乗務員の｢寄港地に対する印象｣（自由

回答）の主な結果を示す。 

 
表-5  乗客・乗務員の寄港地に対する印象の一例 

 
a)ホスピタリティ 

各寄港地の良い印象として、「歴史的・日本的な雰囲

気」、｢街並みや自然景観がすばらしい｣といった街とし

ての評価のほか、｢地元の方々の対応が暖かい｣、｢入出

港時のイベントがすばらしい｣といったホスピタリティ

（心のこもったおもてなし）に、多くの評価が得られた。 

道内各港では、今回の 3 つの調査港も含め、クルーズ

船寄港時に様々なおもてなしの取り組みが行われており、

これまでも乗客から好評を得ている。(写真-2) 

今後も引き続き、こうした取り組みを継続的に実施し

ていくことが重要であると考えるが、一方、現状の取り

組みは特定の団体が毎回協力している場合が多く、今後、

寄港数が大幅に増加した場合には、負担が大きくなるこ

とが考えられる。このため、寄港地のみならず、背後圏

も含めた多種多様な団体とも連携し、地域が一体となっ

て取り組んでいくことが必要と考える。 

また、乗客だけでなく、乗務員に対するホスピタリテ

ィも重要であり、例えば稚内港では、乗務員を対象とし

た交流会を開催した例もある。 

 
写真-2  着物の着付け体験及び入出港時における吹奏楽演奏に

よるおもてなしの様子（室蘭港） 

b)交通アクセス 

 寄港地に対する悪い印象では、｢下船後の交通アクセ

ス｣に関する不満が最も多く寄せられた。今回対象とし

た 3 つのクルーズは、いずれもクルーズ船の大きさと

岸壁の延長や水深の関係から、中心市街地から遠い岸壁

に係留せざるを得なかったことが、アンケート結果の要

因と考えられる。近年、クルーズ市場の拡大に伴い、ク

ルーズ船の大型化が進んでおり、今後こうしたケースが

増加すると考えられる。他の社会資本同様に港湾施設も

老朽化が進んでおり、こうした施設の改良に併せて、市

街地に近い岸壁に大型クルーズ船にも対応する岸壁を整

備することが望まれる。また、クルーズ旅行は、コース

によっては寄港地間の移動で「終日クルーズ」となる日

もあるなど、船上で過ごす時間が長い。このため、観光

や買い物の意志の有無によらず、上陸そのものへの欲求

は高いと考えられる。市街地に近い場所にクルーズ船の

係留岸壁があることで、観光や買い物の意志がなかった

人にも、散策がてらに市街地に寄って貰える効果も期待

できる。 

図-7に乗客及び乗務員の下船後の移動手段を示す。 

クルーズ A、Bでは、タクシー、次いで路線バスが多

く、クルーズ C では、岸壁から中心市街地までの無料

シャトルバスが多かった。この港湾管理者が用意した無

料バスのためか、クルーズ C では交通アクセスに関す

る不満は少なかった。 

地理的条件等により、市街地に近い岸壁の確保が困難

な場合など、このようなシャトルバスの運行も有効であ

ると考えられる。しかし、今後のクルーズ船の寄港増加

や大型化に伴う1寄港あたりの下船者の増加により、費

用工面やバス台数の確保が困難になることが考えられ、

寄港地だけでなく、背後圏との連携による対応も必要と

考える。 

 
図-7  乗客及び乗務員の下船後の移動手段 

 

写真-3 はクルーズ A が入港した際に係留箇所に設け

られたタクシー案内所の様子である。簡易的なタクシー

案内所の設置により、下船者がスムーズにタクシーに乗

車していた。また、移動手段として路線バスを利用する

人も多いことから、路線バスの臨時増便等といった対応

も有効であることが考えられる。 

このように、寄港地においては地域の交通・運輸の関

係機関とも連携し、入港日が事前に把握可能なクルーズ

船の寄港情報を共有しつつ、寄港地の交通アクセスの向

上に努めていくことが重要であると考えられる。 

 
写真-3  仮設タクシー案内所の様子（小樽港） 

 

また、アンケート回答者には少なかったが、各調査港

では自転車に乗っている人が多く見られた。クルーズ旅

良い印象 悪い印象

・ 歴史的・日本的な雰囲気

・ 街並みや自然景観がすばらしい

・ 地元の人々の対応が暖かい

・ 入出港時のイベントがすばらしい

・ 食事（寿司・海産物など）

・ 港から市街地までが遠い

・ 路線バスの本数が少ない。

・ 入国審査にかかる時間が長い

・ インターネット・wifiの環境が不足している

・ 両替・ATM・クレジットカードが利用出来なかった

・ 多言語の案内看板の不足

・ お土産で海産物を購入出来なかった
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行では、寄港地間を部屋（船室）ごと移動するため荷物

の煩わしさがなく、自転車を持ち込む乗客・乗務員も多

い。こうした人達に、お勧めのサイクリングロードや街

なかで駐輪可能な場所を示したマップを提供するととも

に、市内観光向けの交通手段の一つとして、レンタル自

転車の配備も有効と考える。 

c) インターネット・Wi-Fi（無線LAN）環境 

 ｢インターネット・Wi-Fi（無線 LAN）環境｣に関する

不満は、政府観光局（JNTO）による｢訪日外国人個人

旅行者が日本旅行中に感じた不便・不満調査｣の結果に

も示されており 2)、クルーズ旅行のみならず訪日外国人

旅行者全体の課題の1つとなっている。 

特にクルーズ旅行の場合、必ずしもインターネット環

境が良好ではない海上で多くの時間を過ごすことから、

寄港地に上陸した後のインターネット環境等に対するニ

ーズは特に高いと思われる。また、乗務員は長期間母国

を離れて勤務することから、乗務員からのニーズも高い

と考えられる。 

写真-4は長崎港の旅客船ターミナルの様子であるが、

ターミナルの中では、外国人がインターネットを利用し

たテレビ電話等により会話を楽しんでいる様子が多く見

られた。 

現在、北海道においても、2013 年 12 月から NTT 東

日本と札幌市や JR 北海道等が協力して、駅などの施設

に外国人観光客向け無料 Wi-Fiサービスの提供を開始し

ている。 

また、港によっては、地域住民や観光客が気軽に立ち

寄り、交流する場を提供する｢みなとオアシス｣があり、

例えば、みなとオアシス網走の｢みなと観光交流センタ

ー｣やみなとオアシス室蘭の｢白鳥大橋記念館｣等の施設

において無料Wi-Fiサービスの提供が行われている。 

このような既存の施設や民間の商業施設等と連携し、 

Wi-Fi サービスの提供が受けられる場所を示したマップ

の配布といった対応が考えられる。また、伏木富山港の

ように、岸壁上に臨時の無料 WiFi ブースを設けている

例もある。 

 
 

写真-4  長崎港旅客船ターミナルの様子（左）と伏木富山港の 
無料Wi-Fiブースの様子（富山県提供）（右） 

d) 外国人乗客のお土産 

今回の調査において、外国人乗客から、｢市場で海産

物を購入出来なかった｣という意見があった。外国人が

海産物等を購入し、自国へ配送しようと思っても、冷

蔵・冷凍品を配送できるサービスがなかったためである。  

現在、道産品輸出の促進に主体的に取り組む企業や団

体で構成される北海道国際輸送プラットホーム推進協議

会において、｢海外おみやげ宅配便｣というサービスが始

動している（図-8）。このサービスは海外観光客に輸送

費込みの土産物セット等を販売し、自国まで宅配輸送を

行うサービスであり、シンガポール、香港、台湾を対象

にサービスを展開している。 

現状、このようなサービスを受けられるのは、我が国

で唯一北海道だけであり、クルーズ船やクルーズ乗客の

誘致に強力な武器になると考えられる。今後、このサー

ビスの対象国の拡大とともに、北海道内での取り扱い店

の普及に力を入れていく必要があると考える。 

 
図-8  海外おみやげ宅配便 

 

５.おわりに 

本報では、北海道で調査例が少なく、また、今後の寄

港増加が見込まれている外国船社のクルーズ乗船者を対

象としたアンケート調査を行い、北海道の港湾のクルー

ズ振興と今後の課題と対応策について検討を行った。 

クルーズ船には、様々な国籍、年齢の乗客が乗船して

おり、また、リピーターが多いといった点も踏まえ、北

海道あるいは道内各地域の特色を活かしながら、多種多

様な観光ニーズに対応したツアーや観光資源を提供して

いくことが重要であると考える。 

また、乗客・乗務員の受け入れ環境の強化も含めて、

今後のクルーズ船の寄港増加を見据えた場合には、現状

の港湾管理者が様々な対応を担っている体制には限界が

あると考えられることから、背後圏も含めた多種多様な

主体との連携が重要と考える。 

 紙面の都合上、今回触れなかった課題もあるが、いず 

れの課題も、寄港地だけでなく広域的な連携による対応 

が重要であり、加えて、外国人旅行者の増加を念頭にお 

いた対応を検討していくことが必要である。 

 なお、本報では、外国船社のクルーズ船を対象とした 

検討を行ったが、日本船社のクルーズ船に対する対応強 

化も引き続き重要であることは言うまでもなく、また、 

今後増加が見込まれる日本人のクルーズ旅行者に対する 

魅力度向上も検討していく必要がある。 
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